
2014年度日本気象学会奨励賞の受賞者決まる

受賞者：永井秀行（沖縄県立球陽高等学校）

研究題目：「リアルタイム気象情報表示システム」の

構築と気象情報の利活用を通した気象教育の継続

選定理由：永井秀行氏は，1986年に大学を卒業後，高

等学校・中学校の教諭として４年間勤務したのち

1990年からは沖縄県立高校の教諭として勤務し，現

在は沖縄県立球陽高等学校の教諭である．

永井氏は，教育現場で廃棄品や不要品のPCを活

用し，「リアルタイム気象情報表示システム」を構

築し，生徒がいつでも最新の気象情報を閲覧する環

境を築く試みから始め（文献１），2011年には総合

気象観測装置による独自観測結果と最新気象情報を

並べて常時閲覧できる環境「学校気象台」を構築

し，これを活用した気象教育実践を推進し，それら

の実践体験を教育実践論文としてまとめた（文献

１，２）．さらに，2013年に勤務校が文科省スー

パーサイエンスハイスクール（SSH）に指定され

たのを受け，学校気象台をSSH事業に組み入れる

と共に沖縄気象台と連携した学校設定科目「SS防

災気象」を次年度より開設し，「自ら判断し行動で

きる防災教育」に取り組んでいる（文献３）．永井

氏は，こうした環境の下で，「津波に対する 瑚礁

の堤防効果に関する研究（2011年）」，「台風の風速

に関する研究・同じ気圧傾度で何故風速が異なるか

（2012年）」，「台風の積乱雲が風速に与える影響

（2013年）」といった地域特性に根ざした身近なテー

マに基づく気象教育を部活動を通じて実践してき

た．さらに永井氏は，こうした教育実践と並行して

高校理科教育教師向けの書籍を共同執筆する（文献

４）など，気象教育の環境作り，それを活用した教

育実践，並びに教育普及活動を意欲的に進めてき

た．

気象知識の学習ではなく気象情報の実践的活用を

重視し，生徒自らの「気象を知りたい」という動機

に裏付けられた「教えない教育」という考えに基づ

く永井氏のユニークな教育実践は，日常生活に役立

つ気象情報の利活用を通して気象の知識を身につけ

てゆくという方法が気象教育に有益であることを示

したものである．

気象学会奨励賞候補者推薦委員会は，永井氏が必

ずしも充分とはいえない環境の下で創意工夫により

気象教育環境を構築し，地域に根ざした気象防災情

報の利活用を通じて生徒自らが気象の知識を身に付

けるという知識偏重に寄らないユニークな気象教育

実践を行ってきた実績を高く評価するものである．

以上の理由から，日本気象学会は永井秀行氏に

2014年度日本気象学会奨励賞を贈呈するものであ

る．
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受賞者：小山芳太（関西航空地方気象台）

研究題目：近畿地方に局地的大雨をもたらす降水シス

テムの形成及び維持機構に関する解析的研究

選定理由：小山芳太氏は，2006年に大学を卒業後，神

戸海洋気象台に採用され，現在は関西航空地方気象

台観測課で勤務している．

わが国においては，梅雨期などに発生する線状降

水帯がしばしば豪雨を引き起こし，近畿地方でも大

阪湾から琵琶湖周辺にかけて淀川流域沿いに線状に

のびる「淀川チャネル」と呼ばれる降水帯が知られ

ている．また，線状降水帯以外にも，2009年８月９

日の兵庫県佐用町の事例のように，対流セルが停滞

して大雨をもたらす場合がある．小山氏は，2007年

４月に神戸海洋気象台観測予報課に配属されて以

来，近畿地方に大雨をもたらす線状降水帯の研究を

開始し（文献１），観測データによる事例解析や

NHM を用いた再現実験等により，近畿地方の局地
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的大雨事例の特徴を明らかにするとともに，大雨発

生の原因について継続的に調査してきた．気象研究

所と大阪管内の気象台が実施した地方共同研究「強

雨をもたらす線状降水帯の形成機構等の解明及び降

水強度・移動速度の予測に関する研究」では，2009

年８月９日の兵庫県佐用町の局地的大雨について解

析を行い，気象学会で発表を行った（文献２）．ま

た2013年には，ドップラーレーダー風及びPC統合

環境による数値実験により，線状降水帯が維持する

場合と維持しない場合の相違点を明らかにし，警報

の早期発表等に向けた着目点を指摘し，気象学会関

西支部研究会で発表した（文献３，４）．

局地的大雨をもたらす降水システムの形成及び維

持については，線状降水帯の事例を中心として，こ

れまでに多くの知見が得られている．しかしなが

ら，防災に直結する降水システムの維持機構の解明

について，近年急速に利用環境が整い，かつ現業利

用可能なドップラーレーダー風を用いた調査は充分

に行われているとはいえない．小山氏は，現業業務

の傍ら，線状降水帯に伴う局地的大雨の事例解析を

継続的に行い，その形成機構の解明に関して優れた

成果を挙げており，その結果は豪雨を引き起こす要

因等の検討のため，複数事例の相互比較にも利用さ

れると共に，予報技術マニュアルとして業務に活用

されている．また，常に最新技術の動向に気を配

り，平成25年の調査研究では線状降水帯の維持機構

に関してドップラーレーダー風の現業への活用可能

性も含め新たな知見を見出し（文献４，５），警報

のリードタイム改善につながる成果として全国予報

技術検討会に報告された．

このように，小山氏は，近畿地方に局地的大雨を

もたらす線状降水帯をテーマとした調査研究を行

い，学会で成果を積極的に発信すると共に，その知

見は予報現場でも活用されており，その業績は高く

評価するに値する．

以上の理由により，日本気象学会は小山芳太氏に

2014年度日本気象学会奨励賞を贈呈するものであ

る．
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